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から六〇年代初めにかけて、深刻な飢饉を含む様々な理由から人口純減や都市農村間の大規模人口移動を経験する（ 「三年困難期」 ） 。この時期はまた政治経済両面にわたる同国の激動期でもあったが、その収束と安定を待って爾後の人口状況把握のため行われ のが一
九六四年の第二回センサスである。　
同センサスの調査内容は第一回
時点の六項目に「本人成分（入党状況その他政治的立場） 」 、学歴、職業を加えた となった。さらに同年上半期 出生、死亡、転入、転出も調査対象とされた。⑶近代的人口センサス 導入　
中国はその後、国連加盟（一九

















第五回より一一月一日〇時に変更された） 、一〇年ごとの定期化が定着している。二 〇年五月には「全国人口センサス条例」が公布され、 「 サスは毎の末尾が〇となる年を調査年度、一一月一日〇時を標準時点とする」旨が明記 れた（第八条） 。　
なお、第四回センサスでは前回

















見てみよう（九ページに掲載） 。二〇一〇年の図に れば、最高年齢層から五五～五九歳の層までは確実に「親の世代よりも子どもの世代の方が人口が多い」状況が続いていたことがわかる。しか その次の五〇代前半層ではその拡大が止まっ る。これが、前項で触れた「困難期」が人口規模に残した爪痕である。次いでその直後（四五～四九歳の層）から、今度は中国はかなり長期にわた 出生ブームを経験している。この層こそが一九八〇年代に中国 労働市場に大挙して参入 中国の輸出志向工業化の立ち上げを支えることとなった人口である。　
やがてこの層が出産年齢を迎え
ると、中国は再度の出生ブーム迎えた（二五～二九歳 層から） 。この層が、今度はＷＴＯ加盟（二〇〇一年）後の中国の成長を新規労働力として支えることとなった。ただしこの層は、一九七〇年代末からの出産抑制政策強化（ 「一
人っ子政策」 ）の影響その他により、親の世代を上回る人口規模とはなっていない。　
一方、そのあとの一〇～一四歳
の層からは、 口規模がそれまでの年代を突然大きく下回っていることがわかる。この世代からは確実に自らの親の世代よりも数が少なくなっているのである。そしてまさに二〇一五 現在、新規労働力として市場に参入しつつあるのがこの層であり、今後 労働力の新規供給規模はこれまでとは打って変わって小さ ることになる。一方、前記 「困難期」後のベビーブーマーたちはちょうどこれから労働市場から退出していく年代にさしかかる。労 のバトンを渡さ る孫の世代は 確実にその祖父母の世代の人口規模を下回っているのであ 。　
この状況を受け、中国政府は既












となっている。標本調査では、悉皆調査での戸口（＋人の移動）分野に、労働分野と婚姻出産関連分野が付加されたものが主な調査対象となっていることがわかる。他国のセンサス も広くみられ ような単なる「人の移動」 はなく戸口という視角からの人口移動把握を図っていること 、中国の人口センサスの大き 特徴であるいうことができよう。　
ここで改めて中国の「戸口」に





は各人の 何を把握しようするのだろうか。実は、二〇一〇年センサスでは対象戸の居住者全員（そこで 戸口登録の有無に関わらず）に加え、対象戸に 口登録を有するが居住していない者も調査対象としており、このことがそもそも中国のセンサスの注目すべき特徴である いえる。ただし、このセンサスでは各人の居住地や戸口登録地が 地点 一致しているか否かを直接問うことはいない。代わりに「居住 ・戸口登録地のそれぞれが調査戸所在地の末端行政（村民委員会、 民委員会）区域内かどうか」 問われる。そして、 「そうではない」場合は「その上の行政階層（郷、鎮、街道）内か」 、これも「そうでい」ならさらに 上（県、市、区）内かと問い、さらにそうでもない場合については、他所 どの

























いて、前記の値の全国平均は四二・二％と高く、とりわけ北京市、広東省、上海市の城市部で いずれもその値が五〇％台後半に達している。ただしこ 値は市内他地域への移動も含むので 「市」を越えた移動のみの値をとる 、全国平均で三〇・二％、上位 は広東省四九・九％を筆頭に福建省、浙江省がいずれも四〇％台でこれに続く。北京市、上海市はそれぞれ三〇％台後半である
⑶。次いで












































 流入人口につ て 登録制度別途存在するが、戸口を補完するものとしては位置づけにくい。
